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　当センターは、高齢者の心と体の自立を促進し、健康長寿社会の構築に貢

献するために、高い倫理生に基づく良質な医療、全人的・包括的な医療を提供

することを理念としております。

　ナショナルセンターは日本に６つありますが、当センターは中部地区唯一の

ナショナルセンターとして高齢者の先進的医療を担い、認知症、フレイル（加齢

とともに衰弱する病態）を特に重視した医療提供をしております。

① もの忘れセンター、ロコモフレイル外来、ポリファーマシーカンファレンスな

どの臓器横断的な研修が可能で、今後急増する高齢者に対する診療を習

得できる。特に、国策として重要なテーマである認知症診療に関して研修

医の間から参加してもらい、未だ少ない認知症専門医を育てることができ

ます。

② 高齢者特有リハビリが充実しています。

③ 研究所と隣接して臨床研究が行える素地をつくり、医学の発展に寄与する

医師の養成ができます。

④ 2年目から他施設（小児科：あいち小児、産婦人科：市立半田、救急：名古屋

医療センター）が4か月、篠島・日間賀島・足助の僻地医療の実践で、他施

設での研修および地域医療を学ぶことができます。

⑤ 研修医は長寿医療研修センターに所属し、同センターには看護教育、リハ

ビリ教育部門があり、合同での教育研修を経験でき、研修医の間から多

職種連携を習得できます。

★ 病院の特徴

★ 研修の特徴

メッセージ
　当院は2015年に中部国際空港へと連絡する自動車専用道セントレアライ
ン常滑インター直近の高台ニュータウンへ新病院として移転。市民病院とし
ての一般総合病院機能に加え、国際空港至近の医療機関として災害や特定
感染症などの輸入感染症に対応した特殊機能を合わせ持つ病院です。新型
コロナ感染症でも感染症指定病院として、国内地域発生の新型コロナ集中治
療はもとより、空港検疫のサポート医療機関としての役割を担っています。各
診療科や職能を超えた病院スタッフ間の良好なコミュニケーションを病院理
念として掲げ、総合診療のマインドをもった医療をおこなっています。2022年
度からはウィメンズセンターを開設し、包括的婦人科診療や顕微授精不妊治
療診療も行っています。2025年度からは近隣の半田市立半田病院との一法
人化を予定していますが、特定感染症指定病院としての急性期機能を保持し
ながら、回復期リハビリ病棟や地域包括ケア病棟を活かし、知多半島中南部
をカバーする地域医療包括ケアシステムの中心的役割を担ってゆきます。

キーワードは密着と主体性！感染症・地域包括医療を意識したカリキュラム！
　経験豊富な指導医によるマンツーマン密着指導下で、実践重視の基本的
診療能力から各診療科研修が十分涵養できるよう主治医機能を意識した研
修を行っています。また大人数性研修とは異なり、各研修医のニーズに応じた
カリキュラム編成の自由度が高いことも特徴です。地域包括ケアのシステム
を活かし入院・急性期手術から回復期リハ病棟転棟・施設や在宅療養へ至る
までのチーム医療に主体的な研修ができるように配慮しています。国際空港
近隣に立地することから、平時から検疫所との連携診療など、他一般市中病
院では研修できない輸入感染対策を含めた総合診療が研修できます。各診
療科の垣根を越えたカンファレンスとしては、CPCや各診療科トピック提供の
医局会はもちろんのこと、指導医と若手医師とともに経験症例を対象とした
症例検討会や、定期的な感染症専門医を中心としたカンファレンスが開催さ
れています。地域支援・回復期病床機能をサポートするリハビリテーション体
制を活かした脳梗塞や大腿骨骨折後の積極的リハビリテーションや、呼吸器
疾患などの内臓疾患リハビリテーション、人工透析センターを抱えた包括的
腎臓疾患、婦人科疾患・不妊治療を集約的に進めるウィメンズセンター研修と
いった特徴的な研修も受けることができます。当院で単独での研修では経験
不十分と考えられる脳外科をはじめとする３次救急や産科研修などは半田病
院などで院外研修とするハイブリッド研修プログラムとなっています。また、僻
地医療としては知多半島の離島研修などユ
ニークなプログラムがあります。専門医制度
の後期研修への対応としては、後期研修も視
野に入れた初期研修の際に履修内容の確認
を行っています。当院は連携病院として、名古
屋大学・藤田医科大学・愛知医科大学・名古屋
市立大学との各種プログラムへの連携体制
を整え、基幹病院での研修の移行とともに、
当院で連携病院としての後期研修が継続で
きる体制を整えています。

★ 病院の特徴

★ 研修の特徴
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募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度　2人　・　2023年度　2人

給与／月額 1年次　386,880円　・　２年次　386,880円
（※手当含まず）

当直回数／月 3回程度
当 直 料／回 20,000円

そ の 他 院内保育所有（週１回 夜間保育実施）、宿舎あり

応募連絡先
担 当 者 総務部人事課人事労務専門職　中村
電 話 番 号 0562-46-2311
E メ ー ル t-kensyui@ncgg.go.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

近藤　和泉

〒474-8511
愛知県大府市森岡町七丁目430番地

JR東海道線　大府駅よりバス約１０分

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター

指導医　(病院長　近藤 和泉)

研修医　（１年次研修医）

　当センターでは、お年寄りができるだ

け長く健康で、なおかつ生きていくこと

を楽しめるように、病気を診断し、治療す

るだけでなく、認知症や年齢による体の

衰えなどに対して、できるだけ受け入れ

やすい形の医療を提供し、さらに活き活

きとした日常生活を送れるように支援さ

せていただいています。初期研修医の皆

さんの研修においても、やさしく丁寧な指導を心がけ、有益な学びの場

を提供したいと考えています。

　私は高齢者医療に興味があったため初期研修先として当院を選び

ました。 当院は研修医の人数に対して上級医の先生方や病床数が多

く、それでいてとても穏やかな雰囲気です。そのため、一つ一つの症例

に時間をかけ、経験豊富で優しい先生方からご指導いただきながら、

心にゆとりをもって研修することができます。 

　また、老年内科やリハビリテーション科などが活躍しており、一般的

な市中病院ではあまり触れることがない領域についても深く学ぶこと

ができます。 医局はとてもアットホームな雰囲気で、診療科間の垣根

が低く、困ったことやちょっとした疑問をすぐに相談できるのがとても

良いところです。 

　高齢者医療やリハビリテーションに興味のある方は、ぜひ当院で一

緒に充実した研修生活を送りましょう！

募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度　4人　・　2023年度　4人

給与／月額 1年次　約323,400円　・　２年次　約337,300円
(※手当を含まず)

当直回数／月 4回（当直22時まで）※輪番日は翌朝まで
当 直 料／回 1年次　10,500円　・　2年次　21,000円

そ の 他 共済組合加入、雇用保険加入、医師賠償責任保険加入

応募連絡先
担 当 者 管理課　中村
電 話 番 号 0569-35-3170
E メ ー ル byoinkanri@city.tokoname.lg.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

野﨑　裕広

〒479-8510
愛知県常滑市飛香台３丁目３番地の３

名古屋鉄道常滑線「常滑駅」下車　徒歩約30分
コミュニティバス　グルーン

「常滑市役所・常滑市民病院」行きで 約10分

常滑市民病院

指導医　（臨床研修管理委員長　富田 亮）

研修医　（2年次研修医）

　当院は、大規模病院の多人数研修に
よる護送船団方式研修ではなく、少人数
制ならではの研修内容の個別化対応と
主体的な担当医としてのかかわりができ
る実践的な研修を特徴としています。各
専門研修の履修は各診療科の指導医の
もとで十分な履修ができますし、一般的
に不十分になりやすい感染症研修や地
域包括ケア研修にはより力を入れてい
ます。また、これからの時代にニーズを見
据えた輸入感染症や顕微授精不妊診療といった医療を垣間見ることも
できます。コミュニケーション能力とリーダーシップ能力を兼ね備えた医
師を涵養すべく、病院スタッフ全体で皆さんを歓迎します。医師としての
第一歩をぜひ当院ではじめませんか。

　当院の研修の特徴は、小規模病院であり小回りのきくところにある
と思います。当院は二次救急であり、症例数が多少不足し経験できな
い領域もありますが、研修医が主体性を持って診療にあたることがで
きるので、一人の患者さんを入院から退院までしっかりと診ることがで
きます。また小規模病院ならではですが、ローテート科以外の科の上級
医の先生方から声をかけていただくことも多く、積極性があればどん
どん成長できる環境にあります。自分に合った病院を探してみたいと
いう方、是非一度見学にきてみませんか。お待ちしています。
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